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２－２－４ 生活状況について 

(１)この 1 年間の生活上の変化（パネル調査_問 11） 

 この 1 年間の生活上の変化を質問したところ、殺人・傷害等では「家族間の信頼が深ま

った」が 32%と最も多く、次いで「学校または仕事を辞めた、変えた」が 29%である。交

通事故では、「家族間で不和が起こった」が 50%と最も多く、「学校または仕事を辞めた、

変えた」（33%）が次いで多い。また、いずれの類型においても、起こった生活上の変化と

事件との関連性はあるとする回答者がほとんどである。交通事故における「家族間で不和

が起こった」の割合は、平成 19 年度から平成 21 年度にかけて一貫して 5 割前後に達して

いる。 

図表 ２－５２ 被害類型×生活上の変化（平成 21年度） 
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0% 20% 40% 60% 80%

学校または仕事を辞めた、変えた

学校または仕事をしばらく休んだ（休学、休職）

長期に通院したり入院したりするようなけがや病

気をした

転居（引越し）をした

自分が結婚した

自分が別居・離婚をした

自分に子どもが生まれた

同居している家族が結婚した

同居している家族に子どもが生まれた

同居している家族の看護・介護が必要になった

家族が亡くなった

家族間の信頼が深まった

家族間で不和が起こった

学校や職場、地域の人々との関係が親密になっ

た

学校や職場、地域の人々との関係が悪化した

その他

殺人・傷害等 (34) 交通事故 (46) 性犯罪 (5)
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図表 ２－５３ 被害類型×生活上の変化（平成 20年度） 
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図表 ２－５４ 被害類型×生活上の変化（平成 19年度） 

40.0%

44.0%

33.0%

15.0%

0.0%

6.0%

2.0%

10.0%

2.0%

19.0%

23.0%

42.0%

35.0%

27.0%

29.0%

14.0%

48.0%

49.0%

44.0%

17.0%

0.0%

4.0%

4.0%

12.0%

4.0%

24.0%

15.0%

29.0%

53.0%

17.0%

37.0%

16.0%

0% 20% 40% 60%

学校または仕事を辞めた、変えた

学校または仕事をしばらく休んだ（休学、休職）

長期に通院したり入院したりするようなけがや病気をした

転居（引越し）をした

自分が結婚した

自分が別居・離婚をした

自分に子どもが生まれた

同居している家族が結婚した

同居している家族に子どもが生まれた

同居している家族の看護・介護が必要になった
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※平成 19 年度の数値は、「事件から現在（平成 19 年度調査時点）までに経験した出来事」であ

ることに留意。 
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図表 ２－５５ この 1年間の生活上の変化と事件との関連性（平成 21年度） 

変化があった
とする件数

事件との関連
性がある

変化があった
とする件数

事件との関連
性がある

変化があった
とする件数

事件との関連
性がある

学校または仕事を辞めた、変えた 10 6 15 13 3 2

学校または仕事をしばらく休んだ（休
学、休職）

8 6 9 9 3 3

長期に通院したり入院したりするよう
なけがや病気をした

6 5 14 12 2 2

転居（引越し）をした 5 2 7 4 2 1

自分が結婚した 3 1 1 0 0 1

自分が別居・離婚をした 0 0 1 1 0 0

自分に子どもが生まれた 2 0 4 0 0 0

同居している家族が結婚した 4 0 5 0 0 0

同居している家族に子どもが生まれ
た

3 0 1 0 0 0

同居している家族の看護・介護が必
要になった

8 3 6 4 0 0

家族が亡くなった 5 2 6 2 2 1

家族間の信頼が深まった 11 9 12 9 1 1

家族間で不和が起こった 6 5 23 2 2 2

学校や職場、地域の人々との関係が
親密になった

7 3 6 3 0 1

学校や職場、地域の人々との関係が
悪化した

8 7 14 13 2 1

その他 3 1 4 3 1 1

殺人・傷害等 交通事故 性犯罪

 

※数字は実数である。 
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図表 ２－５６ この 1年間の生活上の変化と事件との関連性（平成 20年度） 

変化があった
とする件数

事件との関連
性がある

変化があった
とする件数

事件との関連
性がある

変化があった
とする件数

事件との関連
性がある

学校または仕事を辞めた、変えた 10 5 18 14 1 1

学校または仕事をしばらく休んだ（休
学、休職）

5 5 13 11 1 1

長期に通院したり入院したりするよう
なけがや病気をした

6 5 18 15 2 2

転居（引越し）をした 2 2 11 7 1 1

自分が結婚した 0 0 0 0 1 0

自分が別居・離婚をした 1 1 2 2 0 0

自分に子どもが生まれた 0 0 1 1 0 0

同居している家族が結婚した 2 0 10 1 0 0

同居している家族に子どもが生まれ
た

2 0 3 0 1 0

同居している家族の看護・介護が必
要になった

8 4 10 6 0 0

家族が亡くなった 4 2 6 0 2 0

家族間の信頼が深まった 13 7 13 10 2 2

家族間で不和が起こった 7 7 27 26 0 0

学校や職場、地域の人々との関係が
親密になった

7 4 5 5 1 0

学校や職場、地域の人々との関係が
悪化した

6 5 16 15 1 1

その他 8 7 10 8 1 1

殺人・傷害等 交通事故 性犯罪

 

※数字は実数である。 

※平成 19 年度は、「この 1 年の生活上の変化」の設問がないため割愛。 
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(２)事件直後と比較した身体状況の変化（パネル調査_問 12） 

事件直後と比較した身体状況について質問したところ、「少し回復した」、「回復した」

とする人の割合は、殺人・傷害等で 49%、交通事故で 45%、性犯罪で 38%である。一方、

「悪化した」、「やや悪化した」とする人は、殺人・傷害等で 28%、交通事故で 33%、性

犯罪で 25%である。経年により、「悪化した」、「やや悪化した」とする割合が減少傾向

にあることがわかる。 

図表 ２－５７ 被害類型×身体状況の変化（平成 21年度） 
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図表 ２－５８ 被害類型×身体状況の変化（平成 20年度） 
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図表 ２－５９ 被害類型×身体状況の変化（平成 19年度） 
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(３)事件直後と比較した精神状況の変化（パネル調査_問 12） 

精神的な状況については、「少し回復した」、「回復した」とする人は、殺人・傷害等

で 52%、交通事故で 50%、性犯罪で 63%。「悪化した」、「やや悪化した」とする人の割

合は、殺人・傷害等で 21%、交通事故で 29%、性犯罪で 13%となっている。 

経年により、「悪化した」、「やや悪化した」とする割合が減少傾向にあることがわか

る。 

 

図表 ２－６０ 被害類型×精神状況の変化（平成 21年度） 
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図表 ２－６１ 被害類型×精神状況の変化（平成 20年度） 
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図表 ２－６２ 被害類型×精神状況の変化（平成 19年度） 
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(４)事件直後と比較した経済状況の変化（パネル調査_問 12） 

経済的な状況については、「少し回復した」、「回復した」とする人の割合がやや低く、

殺人・傷害等で 20%、交通事故で 22%、性犯罪で 25%にとどまり、「悪化した」、「やや

悪化した」とする人の割合は、殺人・傷害等で 39%、交通事故で 33%、性犯罪で 25%とな

っている。経年により、「悪化した」、「やや悪化した」とする割合が減少傾向にある。 

 

図表 ２－６３ 被害類型×経済状況の変化（平成 21年度） 
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図表 ２－６４ 被害類型×経済状況の変化（平成 20年度） 
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図表 ２－６５ 被害類型×経済状況の変化（平成 19年度） 
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(５)身体状況の悪化と事件との関連性【ベース：身体状況が悪化したと回答した人】（パネ

ル調査_問 13） 

 事件直後と比較した身体状況について、「悪化した」、「やや悪化した」と回答した人に事

件との関連性を質問したところ、「事件に関連する問題によって悪化した」と回答した人の

割合は、殺人・傷害等で 62%、交通事故で 85%、性犯罪で 50%となった。経年により、悪

化要因と事件との関連性の割合が低くなっている。 

図表 ２－６６ 被害類型×身体状況の悪化と事件との関連性（平成 21年度） 
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殺人・傷害等 (13)

交通事故 (13)

性犯罪 (2)

事件に関連する問題によって悪化した 事件以外の出来事で悪化した わからない
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図表 ２－６７ 被害類型×身体状況の悪化と事件との関連性（平成 20年度） 
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図表 ２－６８ 被害類型×身体状況の悪化と事件との関連性（平成 19年度） 
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(６)精神状況の悪化と事件との関連性【ベース：精神状況が悪化したと回答した人】（パネ

ル調査_問 13） 

事件直後と比較した精神状況について、「悪化した」、「やや悪化した」と回答した人に事

件との関連性を質問したところ、「事件に関連する問題によって悪化した」と回答した人の

割合は、殺人・傷害等で 80%、交通事故で 92%、性犯罪で 100%であった。殺人・傷害等、

交通事故ともに、経年により悪化要因と事件との関連性の割合が低くなっていることがう

かがえる。 

図表 ２－６９ 被害類型×精神状況の悪化と事件との関連性（平成 21年度） 
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図表 ２－７０ 被害類型×精神状況の悪化と事件との関連性（平成 20年度） 

92.9%

96.6%

7.1%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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図表 ２－７１ 被害類型×精神状況の悪化と事件との関連性（平成 19年度） 

100.0%

95.7%

75.0%

4.3%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (26)

交通事故 (47)

性犯罪 (8)

事件に関連する問題によって悪化した 事件以外の出来事で悪化した わからない
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(７)経済状況の悪化と事件との関連性【ベース：経済状況が悪化したと回答した人】（パネ

ル調査_問 13） 

事件直後と比較した経済状況について、「悪化した」、「やや悪化した」と回答した人に事

件との関連性を質問したところ、「事件に関連する問題によって悪化した」と回答した人の

割合は、殺人・傷害等で 78%、交通事故で 77%、性犯罪で 100%であった。殺人・傷害等、

交通事故ともに、経年により悪化要因と事件との関連性の割合が低くなっている。 

図表 ２－７２ 被害類型×経済状況の悪化と事件との関連性（平成 21年度） 
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図表 ２－７３ 被害類型×経済状況の悪化と事件との関連性（平成 20年度） 
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図表 ２－７４ 被害類型×経済状況の悪化と事件との関連性（平成 19年度） 
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(８)現在の主観的な回復度合（パネル調査_問 14） 

現在の主観的回復度（※）について質問したところ、いずれの被害類型でも「9~10 割回

復した」割合は 2%以下である。一方で、0~2 割しか回復していない割合は、殺人・傷害等

で 27%、交通事故で 32%。性犯罪で 43%となっている。全ての被害類型で、主観的回復度

が年々良好になっているが、「9～10 割回復」した割合は、いずれの年でも 5%に達しない。 

※主観的回復度については 7～8 頁の注を参照。 

図表 ２－７５ 被害類型×主観的回復度合（平成 21年度） 
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図表 ２－７６ 被害類型×主観的回復度合（平成 20年度） 
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図表 ２－７７ 被害類型×主観的回復度合（平成 19年度） 
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